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宮城学院広報
M I Y A G I  G A K U I N

卒業生紹介

タイトル「Glory to God」は宮城学院の校歌「天にみ栄え」の英訳であり、本学院の
キリスト教精神を象徴する言葉。旧東三番丁キャンパスの講堂内にも、この言葉が
掲げられていた。
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－B E  B E A U T I F U L LY  R E B O R N－

2019年度から、選抜コース（MG選抜）、特別進学コース（MG特進）
（コース内にグローバルコミュニケーション専攻[GC]）、総合進学コース
（MG総進）（2年次よりクリエイティブ専攻[CR]、ライフサイエンス専攻[LS]）
の3コース3専攻に移行します。

　東北大学などの難関国公立大学進学
を目指すコースです。5教科7科目型カ
リキュラムを採用し、先取り授業と放課
後補習・土曜講習で高3夏休み前まで
に３年間の学習を終了。夏休み以降は
国公立二次試験対策を中心に、実践力
を高めます。

　本校では、総合進学コース（MG総進）を中心に、宮城学院女
子大学のキャンパスを舞台に、高校では得られない学びや体
験ができる「高大連携」を積極的に行います。高大連携授業な
どを受けることで、将来の進路に目が開けると共に、学習・進
学意欲を高めます。宮城学院女子大学へは多数の推薦を用意
しており、3月の推薦の場
合、国公立大学、他大学を
受験しながらの推薦も可
能です。（大学入学共通テ
ストの受験が条件となり
ます）

　学習と課外活動のバランスの取れた学
校生活を送りながら、宮城教育大学、山
形大学などの国公立大学や難関私立大
学を目指します。グローバルコミュニ
ケーション専攻は、国際基督教大学など
英語に特色のある国内大学や海外大学
への進学を目指します。

　宮城学院女子大学を始めとし、青山学
院大学など豊富な推薦枠が魅力。高大
連携を通じ、さまざまな資格が取得でき
る大学・短大・専門学校への進学を目指
します。2年次から文系のクリエイティブ
専攻、理系のライフサイエンス専攻に分
かれます。

2019年度より一人一人の進路実現を強力にサポートする

『3コース3専攻制』に移行します。

宮 城学院高等学校の
学びが変わります

選抜コース（MG選抜） 特別進学コース（MG特進） 総合進学コース（MG総進）
英数国先取り学習で
難関国公立大学へ

部活後の勉強班で
国公立・難関私立大学へ

豊富な推薦枠・高大連携で
資格取得に有利な大学へ

グローバルコミュニケーション専攻[GC]
（1年次より）

クリエイティブ専攻
[CR]（2年次より）

ライフサイエンス専攻
[LS]（2年次より）

　スタディモールは、自習や担当講師による個別指導のほか、
さまざまな講座を受講できる” 勉強の専門店街” です。特別進
学コース（MG特進）の生徒は必須で「勉強班」に参加するほか、
他コースの生徒も目的に応じて様々なスタイルで活用。まるで
個別学習塾や予
備校に通うよう
に、学校の中でよ
り一層学力を向
上させていくこと
ができます。

さまざまな高大連携プログラムで
将来の進路を発見！

自立学習をサポートする勉強の専門店街
Study Mall

※詳細はホームページをご覧ください｡
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　中学生から高校生、高校生から大学生、大学生から社会

人へと成長していくプロセスは、次第に多くの自由を享受でき

るようになる歩みと言えるでしょう。もちろん自由には責任が

伴いますから、本当に大切な課題は、ただ自由になることで

はなくて、自由になった時に、その自由をどのように用いるの

かということにあります。それこそは全ての人間が、よく生き

ようとするときの最大の課題です。私たちの悩みは、自由に

なっても、この自由をよく使いこなすことができないという問

題を抱えていることにあるのではないでしょうか。

　西暦2000年に17歳の少年少女の凶悪犯罪が続発したこ

とがありました。その頃、ある新聞が「きみたちと同じ17歳

の少年少女が次 と々凶悪犯罪を起こしていることについてど

う思うか」というアンケート調査を行いました。その回答の中

に「それも自由じゃないの。殺人をしてしまうのも、しないの

も。個人の自由さ」という答えがあり、多くの心ある人々を震

撼させたことでした。

　確かに人間には自由が与えられています。しかし殺人を犯

す自由というものがあるのでしょうか。自らの自由を用いて、

他者の自由を最後究極的に奪う自由があるのでしょうか。そ

れは自由ではありません。自由の悪用です。ですから私たち

は自由にされたということで目標に到達したということにはな

りません。与えられた自由をどうよく用いるかが課題となるの

です。実にそこにこそ、人間の成熟さを示す尺度があると言

えます。ですから成熟した民主主義社会で人間に必要となる

教育とは、なによりも自由の訓練ということにほかなりません。

　ガラテヤの信徒への手紙5章13節で使徒パウロは「兄弟

たち、あなたがたは、自由を得るために召し出されたのです。

ただ、この自由を、肉に罪を犯させる機会とせずに、愛によっ

て互いに仕えなさい」と告げています。ここで言われている

「肉に罪を犯させる」とは、自らの欲望のままに好き勝手な振

る舞いに走ることをさしているのでしょう。しかし、パウロは、

誤解の余地なくそうであってはならないと告げるのです。そう

ではなくて、この自由をただ愛によって互いに仕えるためによ

く用いなさいと。

　私は確信します。そのための訓練の場が、この宮城学院に

はあるということを。その訓練のための愛が礼拝のなかに、

その訓練のための学びが日々の講義のなかにあるということ

を。それ故、この学舎に集う園児、生徒、学生、院生たちが、

よき自由の訓練を受けて、地域のため、日本のため、世界の

ために「愛によって互いに仕える」人となってほしいと切に願

わずにはいられません。

自由の訓練の場としての宮城学院
学院長　嶋田  順好
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法人
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中学校・高等学校
MG TOPICS

「中高文化祭」が開催されました
　9月1日（土）、校内発表を行いました。今年のテーマは｢流星群｣。ひとりひとりが輝いて個性を発揮し、文化祭をみんなで明るく照らしたいという思いが

込められています。校内発表では、音楽班、ハンドベル班、オーケストラ班、演劇班、ダンス班などがこの文化祭に向けて練習してきた成果を披露してく

れました。文化班の皆さん、ご苦労さまでした。

　9月2日（日）は一般公開。天候にも恵まれ、1,029名もの方々がご来場くださいました。日常の学習や部

活動の成果、クラスの繋がりを、はじけるパワーで皆さまにお届けすることができました。文化祭実行委員会

を中心にＭＧ生が一丸となって作り上げた文化祭、各々が翼を広げ新しいステージへ翔ける日となりました。

多数ご来場いただきありがとうございました。

　9月18日（火）の創立記念日には、創立記念礼拝等の行事が執り

行われました。まず、礼拝堂において創立記念礼拝が行われ、嶋田

順好学院長から「涙と共に種を蒔く人」と題して説教をいただきま

した。引き続き、 30年、20年勤続者に対する永年勤続表彰が行

われ、11名の対象者に対し、永年にわたる貢献を称えて宮城光信

理事長より表彰状と記念品が贈呈されました。続く記念講演では、

講師に増島俊之先生をお招きし、「人の心を動かすもの－新井白石

『西洋紀聞』に記されるヨハン・シドチ宣教師－」と題したご講演

をいただきました。

　午後、永年勤続表彰者を囲んでの昼食会の後、E.R.プールボー

記念碑への献花を行い、引き続きバスで北山キリスト教墓地へ移

動し、墓前礼拝が執り行

われました。天候にも恵

まれ、多くの参列者が墓

前を囲み、創立者の押川

方義、W.E.ホーイらの献

身に思いを馳せながら墓

前に献花をいたしました。
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嶋田順好学院長嶋田順好学院長 増島俊之先生増島俊之先生

「サークルK宮城学院女子大学」
が設立されました

　世界中に約20万人の会員を有する国際奉仕団体キワニスの国

内4番目となる大学生組織として「サークルK宮城学院女子大学」

が設立され、2月24日（土）に認証状授与式が挙行されました。

　9月には熊本で開催された年次総会で活動報告を行い、全国各

地やアメリカから集まった学生たちと共に、熊本地震で大きな被

害を受けた益城

町最大のテクノ

仮設団地で住民

の方々との交流

会を企画・実 施

しました。

　10月13日（土）、14日（日）、【宮學浪漫～輝け！アオハル～】をテーマとした宮城学院女子大学大学祭が開催されました。正門を入ると大学

祭のイメージキャラクター「みゃーがくちゃん」が来場者をお出迎え、講義館前のテントでは学生団体が手作りしたスイーツや軽食の模擬店が

大学祭を盛り上げました。中央芝生広場に設けられた特設ステージでは、よさこい、チアリーディング、手話などの各サークルによる活動の成

果を活かした発表が行われました。教室内では、サークルや有志団体による生演奏、喫茶店、展示、物品販売などがあり、たくさんの来場者で

にぎわいました。

　大学祭実行委員会の中夜祭企画であるお化け屋敷には連日長蛇

の列ができ、来場者を楽しませ!?ました。最終日の打ち上げ花火が

秋の夜空を彩る中、大盛況のうちに今年の大学祭が終了しました。
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「小学生のためのサマーカレッジ」
を開催しました

　東日本大震災によって被災した子どもたちにキャンパスで思い

きり遊び、学んでほしいとの思いから始まった「小学生のための

サマーカレッジ」は8回目を数え、今年は7月15日（日）、16日（月・祝）

に開催されました。

　参加した約70名の子どもたちは、約60名の学生スタッフと共

に遊歩道散策や大学教員による講座を受講したり、学生の考案し

たレシピによる昼食やおやつをいただいたり、表現講座では特別

講師として、大学附属「森のこども園」を設計された伊東豊雄先生

をお迎えし、「森の中に布のトンネルをつくろう」のテーマの下、素

敵なトンネルを完成させるなど特別な2日間を満喫していました。

大学
MG TOPICS

「大学祭」が開催されました

Glory to God ● vol.1593
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音楽リエゾンセンター
MG TOPICS

広がる音楽の輪 ̶音楽リエゾンセンターの活動
　2016年4月に設立された音楽リエゾンセンター (MLC)は、「認定演奏員制度」と「楽友ネットワーク」を通じて、「音楽の宮城」の蓄積を地域

へ発信しています。

　センターがオーディションで選んだ演奏員たちには、地域の文化・教育・福祉活動での演奏を中心に継続的に出演依頼があり、磨かれた演奏

力と誠実な姿勢に、高い評価を頂いています。2018年度はさらに、学術学会のセレモニーでの演奏など、活動の場が広がっています。

　ジャンルを問わない音楽愛好家「楽友」の輪も順調に育ち、交流会や宮城学院のクリスマスマーケットでは、コーラス、ジャズバンド、サックス、

ギター、ピアノ、ハープ、邦楽、和太鼓、詩吟、薩摩琵琶など、会員による多彩な音楽が響きます。互いに刺激しあう中から異なるジャンル同士の

新たなコラボ企画も自然に生まれ、音楽を通じた新たなつながりは、地域に豊かな活力を運んでいます。

キャリア支援
MG TOPICS

こども園
MG TOPICS

同窓会
MG TOPICS

「学内合同企業説明会」を実施しました
　6月16日（土）及び 7月14日（土）に、4年生・大学院2年生を対象に、学内にて合同企業説明会を開催しました。6月は参加企業数12社、

参加学生数73名、7月は参加企業数9社、40名の学生が参加しました。開会にあたっては、はじめに参加企業のプレゼンテーションタイムを

設け、各企業のアピールをしていただきました。冒頭で全ての参加企業からのお話を伺うことで、事前に企業についてより深く知ってからブース

を訪問することができました。

　売り手市場と言われている大学生の就職活動ですが、就職情報サイトや自治体主催の合同企業説明会が数多く開催されており、学生は例年

と変わらず大変多忙です。しかし、その中でも本学主催の学内合同企業説明会は、「本学の学生をぜひ採用したい」とわざわざキャンパスに足

を運んでいただく企業の皆様で、学生にも大変有意義な説明会です。企業の皆

様にはご不便をおかけしますが、学生たちがどのような環境で学んでいるかを

知っていただき、本学教員も

ご挨拶をさせていただける

大変貴重な機会となってい

ます。

　キャリア支援センターで

は、就職を希望する4年生・

大学院2年生を、引き続き支

援していきます。

「森のこども園にたくさんのお客様が…」
　5月12日（土）・13日（日）の両日に大学で保育学会が開かれ3,500人の参加者がありました。その中で500人の方が森のこども園を見学し、

13日（日）は朝から夕方まで人が途切れずに大賑わいでした。保育界で著名な無籐隆先生、汐見稔幸先生も訪れて下さり、森の中にあるこの環

境に感嘆の声を上げてくださいました。

　改定された保育指針、幼稚園・こども園の教育

保育要領に、「全ての子どもに質の高い幼児教育・

保育を提供する」ことで、特に「環境を通して行う

教育」を基本としていると謳われています。本園

の保育はまさに、森の自然の中で日々発見し、感

動し、仲間たちと一緒に協力し合う毎日は幼児期

にふさわしい生活と教育の場であると言えます。

　8月の「森の音楽会」は演奏家の都合で夕方に

行われました。夏休み中ということで、お家から

家族と一緒に参加した子どもや、保育利用児は

お昼寝後におやつを食べてから参加となりまし

た。仕事を終えて職場から駆けつけてくれる保護

者もいました。演奏後ピアニストの方が「子ども

たちの歌う讃美歌に感動しました。」と言ってく

ださいました。

同窓会設立125周年を迎えて
　今年、同窓会は設立125周年を迎えました。設立の端緒を開いて下さった宮城女学校第

1回卒業生の皆様、組織・体制を整えつつ同窓会を力強く導いて下さった歴代の会長様、そ

して、いつの時代も変わらぬご支援を続けて下さった多くの先輩方に感謝しつつ、同窓会の

精神と歴史と伝統を再認識し、心に刻みながら活動を続けているところです。

　くしくも昨年より、天童睦子教授を中心とする「女子ミッション教育史研究会」の研究と

して、同窓生の足跡を追跡調査して頂く機会に恵まれました。戦前・戦後にわたって宮城学

院で学んだ卒業生が、その教育をどのように実らせてその後の人生を辿ったのか。地域社

会との関わりにおいて、職業人として家庭人として、MG生に共通性や特色が見られるのか。

研究結果がとても楽しみです。研究報告会が以下のように開催されますので、同窓生の皆

様、会終了後の茶話会にも多くの同窓生の皆様のご参加をお待ち申し上げております。どう

ぞご参加下さい。
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を運んでいただく企業の皆様で、学生にも大変有意義な説明会です。企業の皆
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して、同窓生の足跡を追跡調査して頂く機会に恵まれました。戦前・戦後にわたって宮城学

院で学んだ卒業生が、その教育をどのように実らせてその後の人生を辿ったのか。地域社

会との関わりにおいて、職業人として家庭人として、MG生に共通性や特色が見られるのか。

研究結果がとても楽しみです。研究報告会が以下のように開催されますので、同窓生の皆

様、会終了後の茶話会にも多くの同窓生の皆様のご参加をお待ち申し上げております。どう

　売り手市場と言われている大学生の就職活動ですが、就職情報サイトや自治体主催の合同企業説明会が数多く開催されており、学生は例年

と変わらず大変多忙です。しかし、その中でも本学主催の学内合同企業説明会は、「本学の学生をぜひ採用したい」とわざわざキャンパスに足
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様にはご不便をおかけしますが、学生たちがどのような環境で学んでいるかを

宮城学院女子大学主催 公開シンポジウム・東北における女子ミッション教育の社会史
日  時 2018年11月24日（土）10:30～12:30

※終了後、同窓会の皆様の茶話会を予定しております。会場は同窓会会議室1、是非ご参加ください。

場  所 本学講義館 C202教室

本学で開催された日本保育学会大会の開会セレモニーで演奏する認定演奏員
各企業のプレゼンテーションタイム 企業ブースでの説明

1893年 第1回卒業生4名

ギター、ピアノ、ハープ、邦楽、和太鼓、詩吟、薩摩琵琶など、会員による多彩な音楽が響きます。互いに刺激しあう中から異なるジャンル同士のギター、ピアノ、ハープ、邦楽、和太鼓、詩吟、薩摩琵琶など、会員による多彩な音楽が響きます。互いに刺激しあう中から異なるジャンル同士の

新たなコラボ企画も自然に生まれ、音楽を通じた新たなつながりは、地域に豊かな活力を運んでいます。新たなコラボ企画も自然に生まれ、音楽を通じた新たなつながりは、地域に豊かな活力を運んでいます。

本学で開催された日本保育学会大会の開会セレモニーで演奏する認定演奏員宮城学院クリスマスマーケットでの「楽友」によるハープアンサンブル演奏

森の音楽会（春） 森の音楽会（夏）
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宮城県仙台市生まれ。2013年3月、宮城学院女子大学学芸
学部日本文学科を卒業。2013年4月、株式会社JTB東北に
入社。法人営業郡山支店（現福島支店）に配属され福島県西
部エリアを担当。2016年2月より仙台支店勤務。小・中学
校・高校は吹奏楽部でクラリネットを演奏。趣味は旅行、野球
観戦。

2012年度　宮城学院女子大学学芸学部日本文学科卒
株式会社JTB　仙台支店

小林 愛実さん

宮城県生まれ。1985年3月、宮城学院高等学校を卒業。
1987年3月、宮城ドレスメーカー専門学校を卒業。地元百貨
店、スポーツクラブのエアロビクスインストラクター、エアロ
ビクス教室主宰を経て、フラダンス教室「Na mea Hula’O 
Hoakaleimakamae」代表。好きな言葉は一期一会、実る
ほど頭を垂れる稲穂かな。

1985年度　宮城学院高等学校卒
Na mea Hula’O Hoakaleimakamae

（ナーメア・フラ・オ・ホアカレイマカマエ）代表

石崎 玲子さん

宮
城
学
院
の
学
び
が
フ
ラ
と
つ
な
が
り

今
を
幸
せ
に
生
き
る
基
盤
に

MG talk Relation vol.5 さまざまな分野で活躍する宮城学院の卒業生を紹介します。

楽
し
い
旅
の
思
い
出
づ
く
り
に
関
わ
り

お
客
様
に
喜
ば
れ
る
こ
と
が
私
の
喜
び

大

卒業生紹介

だ
っ
た
教
育
旅
行
の
営
業
を
約
3

年
間
担
当
し
ま
し
た
。中
学
、高
校
、

大
学
、
専
門
学
校
を
訪
問
し
て
修

学
旅
行
な
ど
を
受
注
し
、
企
画
か

ら
手
配
、
添
乗
ま
で
を
担
当
し
ま

す
。
修
学
旅
行
は
、
2
年
位
前
か
ら

先
生
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
じ
っ

く
り
準
備
を
進
め
る
の
で
、
責
任

感
や
愛
着
が
生
ま
れ
、
形
に
な
っ

た
時
の
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
特

に
学
生
が
旅
行
を
喜
ぶ
姿
を
見
る

の
は
本
当
に
う
れ
し
く
、
旅
行
が

終
わ
っ
て
お
礼
を
言
わ
れ
た
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
た
り
す
る

と
、
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。

　
新
入
社
員
の
頃
は
何
も
で
き
な

く
て
も
、
明
る
く
笑
顔
で
い
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
通
え

ば
通
う
ほ
ど
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、

温
か
く
接
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
、
少
し
ず
つ
お
客
様
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は

仙
台
支
店
で
一
般
企
業
の
営
業
を

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
の
基

本
は
同
じ
で
、
お
客
様
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
。
お
客
様
に
期

待
さ
れ
る
当
た
り
前
の
こ
と
が
で

き
、
お
客
様
が
考
え
て
い
る
こ
と

を
読
み
取
り
、
求
め
ら
れ
る
以
上

の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
失
敗
し
て
叱
ら
れ
た
と

し
て
も
、
私
の
た
め
と
捉
え
て
、
何

か
ひ
と
つ
で
も
次
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
見
出
そ
う
と
前
向
き
に
考
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
旅
行
の
仕
事
を
す
る
喜
び
は
、

旅
を
楽
し
む
お
客
様
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
、
担
当
し
た
お
客
様
に
感

謝
さ
れ
る
こ
と
。
お
客
様
の
素
敵

な
旅
の
思
い
出
作
り
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
お
客
様
が
リ
ピ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
本
当

に
こ
の
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
と

思
う
瞬
間
で
す
。

　
入
社
し
て
6
年
目
、
今
は
新
入
社

員
を
指
導
す
る
立
場
に
な
り
ま
し

た
。
J
T
B
は
産
前
産
後
休
暇
・
育

児
休
暇
を
取
得
し
働
き
続
け
る
人

が
大
勢
い
ま
す
。
結
婚
し
て
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
て
も
仕
事
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
両
立
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
し
、
い
い
働
き
方

だ
ね
と
後
輩
に
思
わ
れ
る
先
輩
に

な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
2
0
2
0

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
何
ら
か
の
形
で
関

わ
れ
た
ら
。
そ
の
時
を
目
指
し
て
、

笑
顔
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
在
学
中
に
自
分
で
計

画
を
立
て
て
各
地
へ
旅

を
す
る
楽
し
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。

様
々
な
経
験
か
ら
、
人
と
関
わ
っ
た

り
人
を
喜
ば
せ
た
り
す
る
仕
事
を

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
旅

行
会
社
へ
の
就
職
を
目
指
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
学
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
に
足
し
げ
く
通
い
、

親
身
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
第
一
希
望
の
J
T
B
東
北

（
現
・
J
T
B
）
の
内
定
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
内
定
後
は
会
社
か
ら
教
材
が
送

ら
れ
て
き
て
、
国
内
外
の
地
理
や

観
光
地
な
ど
旅
行
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
頭
に
た
た
き
込
み
ま
し
た
。

旅
行
業
は
交
通
機
関
、
宿
泊
施
設
、

観
光
地
な
ど
幅
広
い
知
識
や
情
報

が
必
要
で
、
覚
え
る
こ
と
が
膨
大

で
し
た
。
就
職
が
決
ま
っ
て
も
、
こ

ん
な
に
勉
強
す
る
こ
と
が
あ
る
の

か
と
思
う
反
面
、
旅
行
の
知
識
は

仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
活
か

せ
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
社
後
は
法
人
営
業
郡
山
支
店

（
現
福
島
支
店
）
に
配
属
さ
れ
、
念
願

宮

と
見
事
合
格
。
先
輩
に
つ
い
て
一
生

懸
命
学
び
ま
し
た
。
退
職
し
て
数
年

後
、
知
人
が
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
習

い
た
い
」
と
教
室
の
場
を
設
け
て
く

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
口
コ
ミ
で

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
教
室
は
順
調

で
し
た
が
「
教
わ
る
側
の
気
持
ち
を

忘
れ
た
く
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
6
0
代
の
生
徒
さ
ん
に
誘
わ

れ
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
習
い
に
行
く

と
、
楽
し
く
て
。
も
っ
と
学
び
た
く

な
り
、
一
人
で
東
京
へ
勉
強
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
尊
敬
す
る
ハ
ワ

イ
の
先
生
と
出
会
い
、
私
の
フ
ラ
人

生
が
始
ま
り
ま
し
た
。
フ
ラ
の
学
び

方
や
考
え
方
は
日
本
と
全
く
違
う

の
で
、
自
分
を
チ
ェ
ン
ジ
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
自
然
体
で
フ
レ
ン

ド
リ
ー
に
人
と
付
き
合
う
こ
と
、
身

体
と
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
、
や

わ
ら
か
い
気
持
ち
と
柔
ら
か
い
身

体
。
人
と
比
べ
な
い
謙
虚
な
気
持
ち

と
感
謝
の
心
。
強
く
優
し
く
、
愛
情

深
い
先
生
か
ら
、
フ
ラ
の
根
底
に
あ

る
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
一
か
ら
教
わ

り
、
人
生
に
対
す
る
姿
勢
ま
で
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
先
生
に

直
接
師
事
し
て
、
生
徒
に
伝
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
今
も
東
京
に
勉
強

に
行
っ
た
り
、
年
1
回
は
ハ
ワ
イ
の

先
生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
、
朝

か
ら
夜
遅
く
ま
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
3
年
に
一
度
は
生
徒
さ

ん
た
ち
と
本
場
の
ハ
ワ
イ
に
行
っ

て
フ
ラ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
踊
っ

て
い
る
時
が
一
番
幸
せ
で
す
。

　
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
内
面
に
採
り

入
れ
て
、
正
し
く
フ
ラ
を
踊
る
と
、

体
調
が
良
く
な
り
、
表
情
が
豊
か
に

な
り
ま
す
。
私
自
身
も
、
よ
り
積
極

的
に
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
「
謙
虚

で
前
向
き
に
生
き
る
」
フ
ラ
の
教
え

は
、
宮
城
学
院
中
学
・
高
校
で
学
ん

だ
キ
リ
ス
ト
教
精
神
や
先
生
方
の

教
え
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
あ
の

頃
身
に
つ
け
た
「
感
謝
の
気
持
ち
」

と
い
う
土
台
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ
っ
て

も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
学
生
時
代
は
気
づ
き
に
く
い

で
す
が
、
卒
業
後
悩
ん
だ
り
困
っ
た

り
し
た
時
に
宮
城
学
院
で
の
学
び
、

先
生
と
の
触
れ
あ
い
、
友
達
と
の
出

会
い
が
役
に
立
ち
ま
す
し
、
そ
れ
は

一
生
の
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
決
し
て
優
秀
な
学
生
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
充
実
し
た

幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
せ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
先
の
こ
と
や
目
標
は
考
え
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
や
る
べ
き
こ

と
を
や
り
続
け
れ
ば
、
結
果
は
あ
と

か
ら
つ
い
て
き
ま
す
。「
も
っ
と
勉

強
し
て
お
け
ば
」
と
後
悔
す
る
よ
り

今
日
か
ら
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
、
毎
日

を
全
力
で
や
り
き
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

城
県
内
数
カ
所
と
青
森

市
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
教

室
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。
生
徒
さ
ん

は
、
小
学
生
か
ら
9
0
代
ま
で
、
全

教
室
合
わ
せ
て
3
5
0
人
位
。
基
本

1
時
間
4
5
分
ほ
ど
の
ク
ラ
ス
を

毎
日
平
均
し
て
２
ク
ラ
ス
教
え
て

い
ま
す
。

　
フ
ラ
と
の
出
会
い
は
2
0
年
ほ
ど

前
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
や
器
械
体
操
を
経
験
し
て
い

て
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
も
と
も

と
好
き
で
し
た
。

　
2
0
代
の
時
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
開
業
す
る
と
聞
き
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
の
経
験
も
な
い
の
に
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
験
に
挑
戦
。
す
る本場ハワイのフラを実際に踊りながら指導

オーストラリアへの添乗中 コアラと撮影
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１．2018年度予算編成は、第4次中期財政計画を基
本にしつつ、各設置学校における教育充実の促
進に寄与する事業を優先しました。併せて、桜ヶ
丘キャンパス移転後37年経過に伴う大規模修繕
工事を2019年度から本格実施すべく、2018年
度は実施設計等の準備期間とし、大学講堂及び
中高棟特別教室等冷房化工事を特別事業計画に
含めて先行して実施することとしました。

２．2018年度新入学生生徒等数は、第4次中期財政
計画に掲げる確保目標計画数（大学774名、大
学 院10名、高 校137名、中 学65名、こど も園
129名）を基本として現状を踏まえた修正を行い、
大学は774名(見込み）、大学院10名(見込み）、
高校115名(見込み）、中学53名(確定）、こども
園129名(見 込 み）とし 全 学 生 生 徒 等 合 計
3,644名を見込みました。

３．2018年度予算の学生生徒等納付金は、大学は学
生数増を見込み前年度予算比72,804千円増、
中学校･高等学校は生徒数減を見込み前年度予
算比9,937千円減となりましたが、法人全体では
前年度予算比70,197千円増となります。経常費
等補助金は法人全体として前年度予算比15,567
千円減を見込みましたが、教育活動収支における
教育活動収入計は前年度予算比164,381千円増
となっています。教育活動収支はまさしく本業で
ある学校本来の教育研究活動によるものであり、
単年度において学校運営がどのようになっている

かを容易に把握できるものです。健全な学校運
営において教育活動収支差額はプラスであること
が重要であります。2018年度は前年度予算比
14,920千円増の26,082千円となり教育活動収
支差額はプラスとなります。

４．基本金組入前当年度収支差額は昨年度予算比
3,798千円減の58,912千円、当年度収支差額は
前年度予算比144,419千円減の△385,882千円
となります。

　　特別事業計画として、大学講堂及び中高棟特別
教室等冷房化工事、ネットワーク機器更新及び
ネットワークケーブル更新、礼拝堂パイプオルガ
ンオーバーホール等として286,019千円を計上
し、臨時的事業計画としては、大学は教務システ
ムバージョンアップ、視聴覚設備の更新等、中学
校･高等学校は机・椅子の更新、ウインドオーケス
トラ班の楽器購入等として78,300千円を計上し
ました。

５．資金収支予算について、翌年度繰越支払資金は
昨年度比250,034千円減の1,195,645千円とな
ります。

　　また、減価償却引当特定資産については、減価
償却額から耐用年数経過分を控除した金額を繰
入していましたが、2018年度については大学講
堂及び中高棟特別教室等冷房化工事に対する支
払資金に充当します。

2017年度は、第4次中期財政計画を基本にしつ
つ、各設置学校における教育活動の充実を図る事
業を優先しました。
2017年度入学者について、大学全体としては増
加しましたが、高等学校は大きく減少し、中学校は
同数となりました。こども園については、定員変更
等により新園児数は昨年度と比べて減少となりまし
た。2017年度入学者数は全体として2016年度よ
り減少しましたが、学生生徒園児在籍者数は増加
となりました。
教育活動収支はまさしく本業である学校本来の教
育研究活動によるもので、その教育活動収支差額
は基本的にはプラスであるべきですが、2017年度
法人全体としては△60,632千円の結果となってい
ます。しかし、教育活動外収支差額は110,945千
円、経常収支差額は50,312千円となっています。
以下、本年度決算の概要について報告します。

１．事業活動収支計算書
　当該会計年度の収支を経常的な収支と特別な
収支(臨時的収支)に区分し、経常的な収支につ
いては、本業である教育活動収支と、財務活動を
中心とする教育活動外収支に分けて、内容を明ら
かにするとともに、当該会計年度の基本金組入額
を控除して事業活動収入及び事業活動支出の均
衡の状態を明らかにすることを目的としています。

（１）教育活動収支
教育活動収入計は、昨年比64,919千円増の
4,520,044千円となりました。教育活動支出計は、
昨年比102,158千円増の4,580,677千円となり
ました。人 件 費 は 昨 年 比39,089千 円 増 の
2,971,146千円となり、これは早期退職者を含む
退職者が多かったことが主なものです。教育研究
経費は昨年比82,201千円の増の1,320,783千
円となりました。管理経費は昨年比16,768千円の
減の288,162千円となりました。
教育活動収入計から教育活動支出を差し引いた
教育活動収支差額は、昨年比37,238千円減の
△60,632千円となりました。

（２）教育活動外収支
教育活動外収入計は、全て受取利息･配当金で昨
年比11,303千円減の112,217千円となっていま
す。教育活動外支出計は全て借入金等利息で
1,272千円となっています。
以上により、教育活動外収支差額は、昨年比
10,661千円減の110,945千円となっています。

（３）特別収支
特別収入計は、昨年比147,722千円減の9,424
千円となりました。これは、その他の特別収入の内、
施設設備寄付金として宮城学院教育環境整備資
金の内の施設設備関係に指定された寄付金
1,360千円、現物寄付として4,454千円が主なも
のです。
特別支出計は、95,467千円となりました。これは、
図書除却による資産処分差額8,968千円、退職給
与引当金特別繰入額86,000千円が主なものです。
以上、特別収入計から特別支出計を差し引いた特

別収支差額は△86,043千円となっています。
（４）基本金は全体で272,420千円を組入れました。第1

号基本金は、主に固定資産取得及び除却によるも
ので198,653千円を組入れました。第2号基本金は、

「学術情報館建設資金」として50,000千円を組入
れし、｢宮城学院教育環境整備資金」は宮城学院教
育環境整備資金による寄付金の内、施設設備関係
に指定された寄付金1,360千円を組入れました。第
2号基本金は合計51,360千円を組入れました。第
3号基本金は、奨学基金20,956千円及び教育基
金1,450千円の計22,406千円を組入れました。

（５）当年度収支差額は△308,151千円となり、翌年度
繰越収支差額は△1,652,208千円となっています。

２．資金収支計算書
　当該会計年度に行う諸活動に対応するすべての
収入及び支出の内容並びに当該会計年度における
支払資金(現金及びいつでも引き出すことができる
預貯金をいう。) の収入及び支出のてん末を明らか
にすることを目的としています。

（１）2017年度の資金収入は、前年度繰越支払資金
1,761,145千 円 を 含 め た 資 金 収 入 全 体 が
7,057,083千円となり、前年度と比べて477,252
千 円 減となりました。資 金 収 入から支 出 合 計
5,474,595千円を控除した次年度繰越支払資金は、
1,582,487千円となり、前年度と比較し178,658千
円の減となりました。

（２）収入の部では、学生生徒等納付金収入、手数料収
入、寄付金収入は事業活動収支計算書の収入と同
じです。新入生数に関係する納付金等の前受金収
入は学生生徒数の減少により昨年比6,997千円減
の669,502千円となりました。その他の収入には、
各引当特定資産からの取崩収入が含まれています。

（３）支 出 の 部では、人 件 費 支 出には退 職 金 支 出
217,757千円が含まれています。借入金等返済支
出は、さくら寮の建設資金借入返済を含め160,840
千円となっています。施設関係支出は34,308千円
で、前年度と比べ360,162千円減となりました。設
備関係支出は前年度比2,074千円増の79,842千
円となりました。資産運用支出は、減価償却引当資
産に、2017年度から募集を再開した宮城学院教育
環境整備資金寄付金の内、固定資産取得に関わら
ない事業の寄付金19,591千円を｢宮城学院教育環
境整備資金｣として、また、30,960千円を｢学科設
置等準備資金引当特定資産｣として繰入れました。

３．貸借対照表
　資産の部、負債の部、純資産の部で構成され、当
該年度末の財政状態を表すことを目的としています。

（１）資産の部は、合計23,673,717千円となり、前年度
末23,803,763千円から130,045千円減となりまし
た。有形固定資産は前年度末12,107,973千円か
ら340,215千円減の11,767,757千円、特定資産
は前年度末9,026,932千円から527,085千円増の
9,554,018千円、その他の固定資産は前年度末
542,550千円から24,106千円増の566,656千円とな
りました。なお、流動資産は前年度末2,126,306千円

から341,022千円減の1,785,284千円となってい
ます。

（２）負債の部は、固定負債の長期借入金が1,107,680
千円、流動負債の短期借入金が150,840千円等に
より負債の部合計は、前年度末3,366,245千円より
94,314千円減の3,271,930千円となりました。

（３）純資産の部の基本金は、全体で22,053,995千円
となり、前年度末比で第1号基本金は198,653千
円増、第2号基本金は51,360千円増、第3号基本
金は22,406千円の増となっています。繰越収支差
額の翌年度繰越収支差額は、△1,652,208千円と
なりました。

（４）資産の部合計23,673,717千円から負債の部合計
3,271,930千円を差し引いた純資産の部合計は
20,401,786千円となり、純資産構成比率(旧会計
基準：自己資金構成比率)は前年度とほぼ同率の
86.2%となりました。また、運用資産の蓄積度を示す
内部留保資産比率は、33.2%(前年度31.2%)とほ
ぼ同率となっています。なお、新学校法人会計基準
で新設された積立率(運用資産／要積立額)は、学
校法人の将来の確定的債務や奨学金の原資となる
基金について、どの程度保有資産の裏付けがあるか
を示す比率であり、87.6％となっています。

Information
2017年度決算について2018年度予算について

2017年度決算

2018年度予算

Ⅰ.予算編成について

収  入  の  部

科　　目 本年度
予算額

前年度
予算額 増減（△）

学生生徒等納付金収入 3,665,191 3,594,994 70,197
手数料収入 57,676 59,743 △ 2,067
寄付金収入 49,550 50,051 △ 501
補助金収入 641,714 658,435 △ 16,721
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 22,515 26,962 △ 4,447
受取利息・配当金収入 113,194 121,498 △ 8,304
雑収入 173,344 61,632 111,712
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 643,344 653,659 △ 10,315
その他の収入 434,854 384,361 50,493
資金収入調整勘定 △805,486 △ 663,979 141,507
前年度繰越支払資金 1,445,679 1,727,881 △ 282,202
収入の部合計 6,441,575 6,675,237 △233,662

支　出　の　部

科　　目 本年度
予算額

前年度
予算額 増減（△）

人件費支出 2,896,599 2,827,533 69,066
教育研究経費支出 974,221 910,505 63,716
管理経費支出 250,813 224,003 26,810
借入金等利息支出 789 1,615 △ 826
借入金等返済支出 150,840 160,840 △ 10,000
施設関係支出 232,358 36,582 195,776
設備関係支出 117,147 90,072 27,075
資産運用支出 468,472 762,067 △ 293,595
その他の支出 241,453 307,811 △ 66,358

〔予備費〕 20,000 10,000 10,000
資金支出調整勘定 △106,762 △101,470 △5,292
翌年度繰越支払資金 1,195,645 1,445,679 △ 250,034
支出の部合計 6,441,575 6,675,237 △233,662

事業活動収支予算書資金収支予算書 （単位 : 千円）（単位 : 千円）

収  入  の  部

科　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 3,587,8783,594,994 7,116
手数料収入 57,15559,743 2,588
寄付金収入 64,43650,051 △14,385
補助金収入 644,925658,435 13,510
資産売却収入 00 0
付随事業・収益事業収入 24,52826,962 2,434
受取利息・配当金収入 112,217121,498 9,281
雑収入 153,73761,632 △92,105
借入金等収入 00 0
前受金収入 669,502653,659 △15,843
その他の収入 800,715384,361 △416,354
資金収入調整勘定 △819,155△663,979 155,176
前年度繰越支払資金 1,761,1451,727,881
収入の部合計 7,057,0836,675,237 △381,846

支　出　の　部

科　　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 2,827,533 2,985,267 △157,734
教育研究経費支出 911,820 926,055 △14,235
管理経費支出 232,688 242,811 △10,123
借入金等利息支出 1,615 1,272 343
借入金等返済支出 160,840 160,840 0
施設関係支出 36,582 34,308 2,274
設備関係支出 90,072 79,842 10,230
資産運用支出 762,067 869,275 △107,208
その他の支出 307,811 283,134 24,677

〔予備費〕
（10,000）

00
資金支出調整勘定 △101,470 △108,208 6,738
翌年度繰越支払資金 1,445,679 1,582,487 △136,808
支出の部合計 6,675,237 7,057,083 △381,846

資金収支計算書 事業活動収支計算書
（単位 : 千円） （単位 : 千円）

科　　目 予 算 決 算 差 異

学生生徒等納付金 3,587,8783,594,994 7,116
手数料 57,15559,743 2,588
寄付金 66,55132,687 △33,864
経常費等補助金 644,925653,435 8,510
付随事業収入 8,0133,337 △4,676
雑収入 155,52361,632 △93,891
教育活動収入計 4,520,0444,405,828 △114,216
人件費 2,971,1462,830,236 △140,910
教育研究経費 1,320,7831,297,051 △23,732
管理経費 288,162277,379 △10,783
徴収不能額等 5850 △585
教育活動支出計 4,580,6774,404,666 △176,011

教育活動収支差額 △60,6321,162 61,794

  

受取利息・配当金 112,217121,498 9,281
その他の教育活動外収入 00 0
教育活動外収入計 112,217121,498 9,281
借入金等利息 1,2721,615 343
その他の教育活動外支出 00 0
教育活動外支出計 1,2721,615 343

教育活動外収支差額 110,945119,883 8,938
経常収支差額 50,312121,045 70,733

資産売却差額 00 0
その他の特別収入 9,42427,665 18,241
特別収入計 9,42427,665 18,241
資産処分差額 8,9680 △8,968
その他の特別支出 86,49986,000 △499
特別支出計 95,46786,000 △9,467

特別収支差額 △86,043△58,335 27,708

〔予備費〕
（10,000）

00
基本金組入前当年度収支差額 △35,73162,710 98,441
基本金組入額合計 △272,420△304,173 △31,753
当年度収支差額 △308,151△241,463 66,688
前年度繰越収支差額 △1,344,057△1,468,422 △124,365
基本金取崩額 00 0
翌年度繰越収支差額 △1,652,208△1,709,885 △57,677

（参考）
事業活動収入計 4,641,6864,554,991 △86,695
事業活動支出計 4,677,4174,492,281 △185,136

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減（△）

支
収
動
活
育
教

動
活
業
事

部
の
入
収

学生生徒等納付金 3,665,191 3,594,994 70,197
手数料 57,676 59,743 △2,067
寄付金 32,652 32,687 △35
経常費等補助金 637,868 653,435 △15,567
付随事業収入 3,478 3,337 141
雑収入 173,344 61,632 111,712
教育活動収入計 4,570,209 4,405,828 164,381

動
活
業
事

部
の
出
支

人件費 2,884,669 2,830,236 54,433
教育研究経費 1,361,751 1,295,736 66,015
管理経費 297,707 268,694 29,013
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 4,544,127 4,394,666 149,461

教育活動収支差額 26,082 11,162 14,920

支
収
外
動
活
育
教

動
活
業
事

部
の
入
収 受取利息・配当金 113,194 121,498 △8,304

その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 113,194 121,498 △8,304

動
活
業
事

  部
の
出
支 借入金等利息 789 1,615 △826

その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 789 1,615 △826

教育活動外収支差額 112,405 119,883 △7,478
経常収支差額 138,487 131,045 7,442

支
収
別
特 動

活
業
事

部
の
入
収 資産売却差額 0 0 0

その他の特別収入 26,425 27,665 △1,240
特別収入計 26,425 27,665 △1,240

動
活
業
事

部
の
出
支 資産処分差額 0 0 0

その他の特別支出 86,000 86,000 0
特別支出計 86,000 86,000 0

特別収支差額 △59,575 △58,335 △1,240
〔予備費〕 20,000 10,000 10,000
基本金組入前当年度収支差額 58,912 62,710 △3,798
基本金組入額合計 △444,794 △304,173 △140,621
当年度収支差額 △385,882 △241,463 △144,419
前年度繰越収支差額 △1,709,885 △1,468,422 △241,463
翌年度繰越収支差額 △2,095,767 △1,709,885 △385,882

（参考）
事業活動収入計 4,709,828 4,554,991 154,837
事業活動支出計 4,650,916 4,492,281 158,635

貸借対照表
（単位 : 千円）

資　産　の　部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 21,888,433 21,677,456 210,977
有形固定資産 11,767,757 12,107,973 △ 340,215
特定資産 9,554,018 9,026,932 527,085
その他の固定資産 566,656 542,550 24,106
流動資産 1,785,284 2,126,306 △ 341,022

資産の部合計 23,673,717 23,803,763 △ 130,045

負　債　の　部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 2,278,510 2,357,470 △ 78,960
流動負債 993,420 1,008,775 △ 15,355
負債の部合計 3,271,930 3,366,245 △ 94,314

純　資　産　の　部

基本金 22,053,995 21,781,574 272,421
繰越収支差額 △ 1,652,208 △ 1,344,056 △ 308,152
純資産の部合計 20,401,786 20,437,518 △ 35,732
負債及び
純資産の部合計 23,673,717 23,803,763 △ 130,045

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

※貸借対照表、資金収支計算書、事業活動収支計算書の各項目
の金額はそれぞれ千円未満を四捨五入して表示しているため、
合計欄に表示されている金額と一致しない場合があります。
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宮城学院広報
M I Y A G I  G A K U I N

Information

教育環境整備資金募金者芳名 【2018年2月1日～2018年9月30日受付分】
◎募金総額 7,182,760円（2018年9月30日現在）

キャンパスのほぼ中央に位置する礼拝堂は宮城学院のシンボルであり最も重要な場所です。十字架を掲げ、天高く
そびえる高さ26メートルのベルタワー。その上部に備えられたカリヨン（旋律を奏でられるよう複数の鐘を組み合わ
せたもの）からは、１日に４回、それぞれ異なる讃美歌が演奏され、美しい鐘の音がキャンパスに響き渡ります。
12月、アドヴェントの期間から、ベルタワーを中心にイルミネーションが点灯され、クリスマスを迎える喜びを学院
全体で分かち合います。

【今回の表紙】  礼拝堂とベルタワー

卒業生紹介

タイトル「Glory to God」は宮城学院の校歌「天にみ栄え」の英訳であり、本学院の
キリスト教精神を象徴する言葉。旧東三番丁キャンパスの講堂内にも、この言葉が
掲げられていた。

学院長 嶋田  順好学院長  嶋田  順好

小林  愛実さん

石崎  玲子さん

小林  愛実さん

石崎  玲子さん

MG TOPICS

自由の訓練の場としての
宮城学院

巻頭言

宮城学院高等学校の
学びが変わります
宮城学院高等学校の
学びが変わります

特集

金300,000円
株式会社高一建設様

金200,000円
東通インテグレート株式会社様

金100,000円
長谷川体育施設株式会社東北支店様
木幡　淳一様

金50,000円
小林　加奈子様

金30,000円
伊藤　理様

金29,300円
関口　美恵子様

金10,000円
仙台五橋教会様

金7,058円
北欧教育セミナー実行委員会様

岡根　洋介様
吉田　久美子様
金沢　善幸様
古川　健二様
高橋　是清様
佐藤　知克様
坂下　幸夫様
坂野　秀一様
三留　昭生様
若山　良子様
酒井　智美様
小山　理恵様
小池　達哉様
小島　靖様
小林　琢朗様
菅野　眞衣様
星　繁様
川村　芳則様
早野　円様
太田　恵一様
大和　憲男様
田中　智多雄様
島　豊行様
幡江　愛美様
板橋　昭一様
飯坂　勝幸様
富田　忠正様
福田　義様
齊藤　登則様
髙野　彩里様
匿名8名様

金10,000円
阿部　武宏様
伊深　美穂様
井上　広志様
稲山　佳那様
遠藤　正様
吉野　嘉子様
吉﨑　主計様
佐藤　沙津希様
佐藤　真一様
小松原　清敬様
菅野　和恵様

川下　信弘様
村山　喜久雄様
村上　和敏様
尾形　啓之様
服部　富男様
匿名4名様

金5,000円
小野寺　健司様

金3,000円
草刈　亜里沙様

金1,000円
栁沼　久喜様

一般・法人

金50,000円
藤田　萌様
茂木　隆様
匿名1名様

金40,000円
太田　富広様

金30,000円
綾部　隆英様
遠藤　真子様
工藤　章吾様
佐藤　克己様
笹原　健一様
斉藤　政晴様
匿名1名様

金20,000円
阿部　剛様
遠藤　良弘様

大学

金50,000円
菊田　浩之様
菅井　厚志様
菅野　真幸様
福田　誠悦様

金20,000円
岩田　英典様
栗田　亜弥様
高橋　直樹様
笹森　傑様
新田　洋一様
青田　浩様
匿名2名様

金10,000円
内海　健様
匿名1名様

金5,000円
後藤　良之様
松田　芳晃様

金5,000円
後藤　良之様

金30,000円
石原　裕子様

金20,000円
大久保　和子様

金10,000円
星　八重子様
匿名1名様

金2,000円
安斉　和子様

同窓会

金1,750,000円
宮城　光信様

役員・教職員・旧教職員

金20,000円
(有）フラワード 堀江　信彰様

こども園

金500,000円
嶋田　順好様

金300,000円
平川　新様
本田　辰雄様

金150,402円
大山　和子様

金100,000円
太田　富美子様
升沢　京子様
大槻　真奈美様
木幡　智佳子様

金80,000円
宮原　育子様

金50,000円
稲井　慶子様
熊谷　優克様
紺野　聖子様
三井　精一様

金30,000円
熊坂　聡様
匿名1名様

金20,000円
伊狩　弘様
佐藤　圭様
松山　裕美子様
菅原　正功様
正司　純子様
石原　慎士様
塚本　恭子様
藤田　嘉代子様

金10,000円
山本　ささら様
菅澤　美保様

中学校

金50,000円
菊田　浩之様
黒田　秀一様
守谷　武彦様

金30,000円
浅野　勝志様
匿名1名様

金20,000円
阿部　信子様
久光　次夫様
近江　克規様
原田　伸彦様
佐藤　弘康様
佐藤　文徳様
飯渕　みのり様
北村　容子様
堀江　智視様
和田山　正伸様
齋藤　潤子様
匿名3名様

金10,000円
阿部　正志様
内海　健様
矢吹　重和様
匿名2名様

高等学校


